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タイトル：１８世紀初頭のフランス・クラヴサン音楽に 

     おける「手」の機能   

―「耳と目で分かち合う喜び」がもたらし 

た展開― 

 

概  要：本研究は、18 世紀初頭に見られた、フランス・クラヴサン音楽

における「転換期」に対し、「『手』の機能」という視点を通して考察を試みた

ものである。イタリア音楽とフランス音楽の結合という、当時のフランスにお

ける音楽的背景をベースに、F. クープラン、ダンドリュー及びラモーのクラヴ

サン曲を、「手」の機能に関わる３つの側面──「技法」、「楽器」、「聴き手の眼

差し」──から分析をおこない、クラヴサン上における「手」の機能展開につ

いて指摘した。その中でも特に、ラモーによる「手」の機能展開は、多方面に

おいて新たな可能性を提示するものであったことが明らかになった。  

 

 

 


